
説明資料

３ 本県県立高校「専門学科」の取組
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■ 鹿児島県産業教育審議会

○ 設置
・ 産業教育振興法第11条の規定に基づき設置
・ 産業教育に関する学識経験がある者，関係行政機関の職員，
その他特に必要と認められる者からなる15人の委員で構成

○ 目的
・ 産業教育の在り方や活性化等について審議
・ 審議会の意見をもとに各部会が設置する専門部会で，今後
の取組等を検討する際の参考としている。

○ 令和６年度の意見（抜粋）
・ 産学官連携において，現場のプロフェッショナルな技術を
実際に見聞きし，実技的な体験ができるような授業が必要

・ 生成ＡＩ等の先端技術は，これからの社会に欠かせない技
術であり，高校での学びに取り入れることも必要
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■ 郷土教育推進事業「地域を担う次世代人材育成プロジェクト」

○ 目的
地域を担う次世代人材を育成するために，産学官連携によるコ

ンソーシアムを構築し，地域を題材とした探究的な学びや，専門
的職業人材育成を実践する。その過程を通じて，郷土に愛着を持
ち，地域ならではの新しい価値を創造する人材を育成するととも
に，地域振興の核としての高校の一層の機能強化を目指す。

○ 期待される効果
⑴ 地域ならではの新しい価値を創造する人材の育成
⑵ 地域の専門人材の活用等による実践的な職業教育の充実
⑶ コンソーシアムの構築やコーディネーターの活用等による
高校と地域との連携強化

⑷ 地域における魅力ある高等学校づくりの推進
⑸ 地域資源の活用による起業意識の醸成

○ 令和７年度 指定校（４校）
⇒ 鹿児島水産，隼人工業，鹿児島南，大島北
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■ 郷土教育推進事業「地域を担う次世代人材育成プロジェクト」

（参考）令和７年度指定校【鹿児島水産高校】
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■ 郷土教育推進事業「地域を担う次世代人材育成プロジェクト」

（参考）令和７年度指定校【隼人工業高校】
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■ 高等学校ＤＸ加速化推進事業（専門高校の事例）

○ 内容（専門高校に関する内容の抜粋）
・ デジタルを活用した課外活動又は授業を実施することによ
る専門教科等の教育内容の充実に係る経費の支援

○ 専門学科を設置する採択校 … ( )内は大学科名
・ 基本類型（12校）
⇒ 鹿児島工業(工)，山川(農・その他)，鹿児島水産（水），

市来農芸(農)，川内商工(工・商)，薩摩中央(農・福)，
蒲生(商)，加治木工業(工)，隼人工業(工)，垂水(家)，
種子島中央(商)，喜界(商)

・ プロフェッショナル型（１校）
⇒ 加世田常潤(農・福)

○ デジタル機器を用いた取組事例
・ ハイスペックＰＣでの動画編集やゲーム制作
・ ３Ｄプリンタによるキャラクター人形の製作 等
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■ 高等学校ＤＸ加速化推進事業（専門高校の事例）

○ 加世田常潤(農業・福祉) … プロフェッショナル型
〔食農プロデュース科〕DXで切り拓く次世代農業 〔生活福祉科〕福祉×DXで広がる可能性
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.75
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【事業背景及び目的】
○ 農業が基幹産業である本県において，農業高校への入学者数は減少傾向にあり，農業や農業関連産業を支える人材の確保・育成が喫

緊の課題となっている。
○ 近年の農業における生産・流通・経営の多様化やスマート農業等の技術革新に対応した農業教育が必要である。
○ 農業高校の学びの充実について有識者による懇話会を開催し，今後の農業高校の施策へ生かす。

【検討内容】
・農業高校の現状と課題の整理
・技術革新に対応した農業教育の方向性
・今後の農業教育の充実に向けた方向性
・かごしまの農業を支える人材育成 等

⑴ 農業高校の現状と課題
高校の特色をもっとＰＲし，中学生やその保護者に対して高校

の魅力を伝えるべきである。特に農業高校のように普通高校では
学べない分野があることを知らせることが必要である。

⑵ 教育内容の改善・充実について
農業高校の教育内容を充実させるために，学校の学びをコーデ

ィネートする人を配置することが必要ではないか。そうすること
で，地域とのコミュニケーションや研修，視察等の段取りも充実
し，継続性が生まれるのではないか。そのようなシステムを構築
できればよいと考える。

⑶ 教育環境の改善・充実について
教員は専門性が高い仕事であり，自分の専門を高めることも必

要であるが，それだけではなく，農業に関して必要な総合的な知
識を身に付けることも大切である。例えば，農業を食料産業とし
て総合的にとらえた上で，教育の方向性を考えられる現場のコー
ディネート力を備えた人材の育成も重要ではないか。
人口減少が進む中，計画的に農業高校を減らすことも必要では

ないか。学校の運営・維持のためのコストを考えても，農業高校
の集約化は必要と考える。

⑷ その他
農業高校の入学者数減少については懸念されているところであ

るが，農業高校の重要性を理解してもらうためにも，「食」の大
切さを，地域ぐるみで子どもたちや保護者世代にも認識を高めて
もらうことが必要。農業県だからこその食農教育の取組を充実さ
せることが必要。

～ 懇話会で出された意見（一部抜粋） ～

有識者による懇話会の開催
【構成委員】

大学等
企業・農業法人等
行政
農業高校校長

【実施回数】
令和６年度中に４回開催

農業高校の学びの充実懇話会

【農業高校の学びの充実検討委員会】

農業教育の方向性

教育内容の充実 教育環境の充実

地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人の育成

■ 農業高校の学びの充実懇話会
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〔概要〕
小中学生を対象に農業の魅力を伝える機会を設けるとともに，農業高校生を対象とした国内外の現地

研修を実施し，技術の高度化やグローバル化に対応できる視野の広い農業担い手や農業関連産業を支え
る人材を育成するほか，農業教員の技術及び指導力向上のための研修を実施する。

⑴ 農業高校生の海外研修

〔目的〕
海外における日本農畜産物等の輸

出事情や本県の販路拡大に向けた取
組等について知る機会とするととも
に，広い視野を持つグローバルな視
点を育み，将来の本県農業を担う人
材育成を図る。
〔内容〕

海外進出している本県農業法人や
農業関係施設等の視察，４泊５日程度
〔対象〕
農業系学科を有する高等学校に在

籍する２・３年生
〔令和６年度実績〕

研修先：ベトナム（ハノイ）
（農業大学，日系スーパー等）

参加者：生徒３人・教員１人

⑵ 農業教員のスマート農業研修

〔目的〕
農業高校に配備されているドロ

ーン等の活用を図るため，スマー
ト農業関連機器の研修を実施し，
農業高校教員の技術及び指導力の
向上を図る。
〔内容〕

ドローン等に関する基礎知識，
法令講習
〔対象〕

農業高校教員２人程度
〔令和６年度実績〕

研修内容等：ドローン講習
（５日間）

参加者：教員２人
（年度ごとに各学校に割当）

⑶ 農業高校生のコラボレーションチャレンジ

■ かごしまの食と農を未来につなぐ農業教育推進事業①

〔目的〕
産業界や大学等と連携した地域課題

解決等に向けたプロジェクト学習やス
マート農業技術を活用した取組等を実
践することで，新しい価値を創造する
イノベーション人材育成を図る。
〔内容〕

農業高校と産業界や大学等が連携し，
地域農業について生産技術・流通改善
プロジェクトやスマート農業技術を活
用した「課題解決型」の学習を実施
〔令和６年度実績〕

指定校：種子島高校生物生産科
「地域資源を活用した新商品作り！」

～パッション(情熱)で地域を盛り上げる～

（地元企業等と連携した取組）
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⑷ 農業高校生の
アグリビジネス視察研修

〔目的〕
スマート農業や６次産業化等の

アグリビジネスを展開している農
業法人等で現地研修を実施し，農
林業に対する興味・関心を高める。
〔内容〕

農業高校１年生を対象に，農林
業経営者等の経営や，ＡＩ,スマ
ート農業等を導入している企業や
関連施設の視察の実施

〔対象〕
農業系学科を有する高等学校に

在籍する１年生

〔令和６年度実績〕
参加者：８校・延べ339人
訪問事業所等：延べ43団体

⑸ 農業高校生の
アグリビジネス出前授業

〔目的〕
活躍している農林業経営者等の出

前授業を実施し，農林業への魅力等
を認識し得る機会とするとともに，
安定的な食料生産の必要性や農業の
グローバル化への対応など,農業教
育の一層の充実を図る。
〔内容〕
スマート農業やＧＡＰ，ＨＡＣＣ

Ｐ，６次産業化等に関する出前授業
の実施

〔対象〕
農業系学科を有する高等学校に在

籍する２・３年生

〔令和６年度実績〕
参加者：７校・延べ248人
講師：延べ14人

〔目的〕
農業高校生が専門家と農産物の高付加

価値化に取り組むことで，生産物のブラ
ンド化を図り，「稼ぐ農業」を実現でき
る人材の育成を図るとともに，教員の指
導力向上も図り，農業教育の高度化を実
現する。
〔内容〕

外部講師による包括的教育プログラム
の実施，高付加価値を図る生産物の魅力
や価値の分析，ブランド名，ロゴマーク
の制作

〔対象〕
県立の農業系学科を有する高等学校１校

〔令和７年度から実施〕
指定校：鹿屋農業

⑹ 農業高校の
農産物ブランド化プロジェクト

■ かごしまの食と農を未来につなぐ農業教育推進事業②

〔概要〕
小中学生を対象に農業の魅力を伝える機会を設けるとともに，農業高校生を対象とした国内外の現地

研修を実施し，技術の高度化やグローバル化に対応できる視野の広い農業担い手や農業関連産業を支え
る人材を育成するほか，農業教員の技術及び指導力向上のための研修を実施する。
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■ かごしまの食と農を未来につなぐ農業教育推進事業

○「農業高校の魅力発信」事業
（令和６年度まで）

・ 農業高校の授業や実習内容を伝え
るＰＲ動画を制作し，広く発信活動
を実施することで農業への理解と進
路に対する意識の高揚を図る。

・ ショート(60秒)スマホ版(縦画面)
ミドル(３分42秒) (横画面)
ロング(18分16秒) (横画面)

・ 県内の小中学校へ周知し，進路学
習等の機会に活用し，農業への理解
を深められるよう依頼している。
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■ 地区専門高校フェスタ

○ 概要
県内５地区において，地域の各専門高校の学習成果の展示・

発表等を行うことにより，専門高校の魅力や役割を広く地域に
紹介し，小・中学生の進路選択の意識を高める。

○ 事業内容
⑴ 「鹿児島・日置地区」，「南薩地区」，「北薩地区」，
「姶良・伊佐地区」，「大隅地区」の５地区で開催

⑵ 農業・工業・商業・水産・家庭・看護・福祉・総合学科
ごとにブースを設置し，展示や中学生等が体験的に各学科
の学びを知ることができる体験活動を実施
例：農業…フラワーアレンジメント，工業…ドローン操作，

商業…プログラミング体験，家庭…小物製作 等
⑶ 各部会ごとに生徒による学科紹介(発表)を実施
⑷ 職業理解を図ることを目的として，事業所ブースを設置
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■ 地区専門高校フェスタ

○ 令和６年度 開催状況
「鹿児島・日置地区」参加校 12校，参加者 1,489人
「南薩地区」 〃 ７校， 〃 626人
「北薩地区」 〃 11校， 〃 483人
「姶良・伊佐地区」 〃 ８校， 〃 361人
「大隅地区」 〃 ９校， 〃 637人

（合計）延べ 47校， 延べ 3,596人
※ 参加者は，小・中・高校生・一般等含む

○ 参加した中学生の声（一部抜粋）
・ 専門高校で学びの内容をたくさん体験したり，詳しい説

明を聞いたりして，将来の仕事を具体的に想像できた。専
門高校で学べることは，すごいと思った。

・ 初めて高校の紹介などを見聞きして，進路に興味が沸い
た。高校によって様々な特色があって面白かった。
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.83
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出典：「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ参考資料集」P.84
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説明資料

４ 本県県立高校「総合学科」の取組
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■ 総合学科の概要 出典（文部科学省ＨＰ「総合学科について」参考資料）
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■ 本県における「総合学科」の現状等

【利点】
○ 高校卒業後の進路について，深く学ぶ機会を確保することができる。
○ 進路志望等に応じた学習が可能であり，学ぶことの楽しさや成就感を体験できる。
○ 主体的な科目履修を通して，生涯学習の基礎が培われる。
○ 多様な科目設定のため，少人数指導が可能である。
○ コースの設定を生徒のニーズ，学校のスクールポリシーに合わせて，柔軟に設定できる。

【現状】
〇 技術革新に伴い，産業界で必要な専門知識や技術は変化していることから，特定の専

門分野のみならず様々な分野に関する知識・技術が求められている。
〇 総合学科への進学を希望する生徒は減少しており，入学者充足率は近年０．５程度で

推移している。

【課題】
○ 生徒によっては，２年次からの科目選択が安易な方向に流れることもある。
○ 制度として中学生や保護者に分かりにくい点もあり，中学校へのＰＲに努める必要が

ある。
○ 個別のガイダンスを重視するため，教育相談に多くの時間が必要となる。
○ 多様な科目開設のためには，専門性のある非常勤講師等の確保が必要になる。
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■ 総合学科の取組事例（県立枕崎高等学校）
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■ 総合学科の取組事例（県立鶴翔高等学校）
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出典（熊本県「県立高等学校あり方検討会」（参考資料）
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説明資料

５ その他
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■ 単位制高校の状況（全国・公立・学校数）

単位制
学校数

全日制
（就業年限３年）

定時制
（就業年限３年）

定時制
（就業年限４年）

単位制
学校数

全日制
（就業年限３年）

定時制
（就業年限３年）

定時制
（修業年限４年）

H16 R6 H16 R6 H16 R6 H16 R6 H16 R6 H16 R6
北海道 9 60 0 0 1 2 滋賀県 5 8 1 1 2 5
青森県 5 9 7 4 10 5 京都府 3 12 2 3 2 5
岩手県 6 6 0 1 1 3 大阪府 13 30 3 11 4 21
宮城県 8 14 0 0 2 5 兵庫県 16 29 0 2 3 6
秋田県 3 9 1 2 4 5 奈良県 2 4 0 0 1 1
山形県 9 24 0 0 5 6 和歌山県 9 6 1 2 3 3
福島県 10 16 1 1 2 3 鳥取県 6 13 4 4 0 0
茨城県 9 23 1 1 0 7 島根県 4 7 0 0 0 2
栃木県 5 15 0 2 0 8 岡山県 9 29 5 3 3 5
群馬県 6 11 0 0 1 2 広島県 18 12 3 5 22 12
埼玉県 12 30 2 5 4 9 山口県 12 27 0 1 1 3
千葉県 5 26 2 1 1 16 徳島県 7 12 1 2 0 2
東京都 10 23 2 0 6 17 香川県 2 3 1 2 1 6
神奈川県 20 29 1 0 4 13 愛媛県 3 3 0 0 3 3
新潟県 9 14 0 0 7 9 高知県 6 9 2 2 1 13
富山県 3 7 3 1 4 4 福岡県 7 7 0 1 2 4
石川県 11 12 0 0 8 6 佐賀県 4 8 0 0 7 6
福井県 1 4 2 1 0 6 長崎県 7 12 2 1 1 2
山梨県 7 11 0 0 9 7 熊本県 2 5 0 4 1 7
長野県 2 13 0 2 2 4 大分県 4 8 0 1 0 2
岐阜県 7 30 4 5 8 9 宮崎県 3 4 2 2 4 3
静岡県 6 13 0 1 1 3 鹿児島県 1 1 1 1 0 0
愛知県 3 21 1 1 4 6 沖縄県 4 4 1 0 7 7
三重県 13 16 0 0 9 8 計 326 689 56 76 161 281

出典（学校基本調査）
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■ 単位制高校の状況（九州・設置学科）※ 各県教育委員会事務局への聞き取り（令和７年７月）

全日制 定時制

福岡県 普通科，総合学科 普通科，情報科学科

佐賀県 普通科，芸術科，総合学科
普通科，機械科，電気科，
デザイン科，セラミック科，
商業科，情報科，総合文化科

長崎県 普通科，水産学科，総合学科 普通科，商業科

熊本県

普通科，探究科，農と食の科学科，
緑と水の科学科，情報処理科，
総合ビジネス科，社会福祉科，
総合学科，普通総合学科

普通科，機械科，電気科，建築科，
商業科，情報科学科，総合学科

大分県
普通科，商業科，
グローバルコミュニケーション科，
総合学科

普通科，商業科

宮崎県 総合学科
普通科，機械科，電気科，建築科，
商業科

鹿児島県 普通科，福祉科 普通科，オフィス情報科

沖縄県 普通科，みらい福祉科，総合学科
普通科，農業科，機械科，電気科，
商業科
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■ 県立高校魅力発信プロジェクト
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